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(54)【発明の名称】 液晶表示システム

(57)【要約】
【課題】  面順次方式による液晶表示装置において、画
素残留電圧によるクロストークの影響をなくして良好な
色再現性を実現するとともに、補助容量の面積を小さく
して表示画素の微細化を可能とする。
【解決手段】  面順次信号変換回路２０８から供給され
る現フレームの映像信号に第１の係数回路２１２で係数
Ｋ１を乗じるとともに、同じく面順次信号変換回路２０
８から供給される現フレームの映像信号を１フレーム遅
延回路２１１で１フレーム期間遅延させ、この１フレー
ム期間遅延した前フレームの映像信号に第２の係数回路
２１３で係数Ｋ２を乗じ、これら２つの係数回路から出
力された映像信号を加算回路２１４で加算し、この映像
信号を画素への書き込みに用いるようにした。



(2) 特開２００１－２５５８５８

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくとも第１及び第２のスイッチング
トランジスタ、補助容量及び画素電極を含む表示画素が
マトリクス状に配置された第１の基板と、前記画素電極
と対向配置された共通電極を含む第２の基板と、前記第
１及び第２の基板間に封入される液晶部材とを備えた表
示パネルに対し、
信号変換回路から供給されるＲＧＢに対応した各映像信
号をフレーム順に前記第１のスイッチングトランジスタ
を介して前記補助容量に書き込み、続いて前記第２のス
イッチングトランジスタを介して前記書き込まれた映像
信号を全表示画素に同時に送出するとともに、前記フレ
ームに対応する読み出し光を順次切り替えて前記全表示
画素に照射することによりカラー表示を行う液晶表示シ
ステムにおいて、
前記信号変換回路から供給される現フレームの映像信号
を１フレーム期間遅延させる遅延回路と、
前記信号変換回路から供給される現フレームの映像信号
に係数Ｋ１を乗じる第１の係数回路と、
前記遅延回路から出力される１フレーム期間遅延した前
フレームの映像信号に係数Ｋ２を乗じる第２の係数回路
と、
前記第１及び第２の係数回路から出力された現フレーム
の映像信号と前フレームの映像信号とを加算して出力す
る加算回路とを備え、
前記加算回路から出力された映像信号を前記書き込みに
用いることを特徴とする液晶表示システム。
【請求項２】  少なくとも第１及び第２のスイッチング
トランジスタ、補助容量及び画素電極を含む表示画素が
マトリクス状に配置された第１の基板と、前記画素電極
と対向配置された共通電極を含む第２の基板と、前記第
１及び第２の基板間に封入された液晶部材とを備えた表
示パネルに対し、
信号変換回路から供給されるＲＧＢに対応した各映像信
号をフレーム順に前記第１のスイッチングトランジスタ
を介して前記補助容量に書き込み、続いて前記第２のス
イッチングトランジスタを介して前記書き込まれた映像
信号を全表示画素に同時に送出するとともに、前記フレ
ームに対応する読み出し光を順次切り替えて前記全表示
画素に照射することによりカラー表示を行う液晶表示シ
ステムにおいて、
前記信号変換回路に入力するＲＧＢの各映像信号に対し
係数Ｋ１及び係数Ｋ２を乗じる３組の係数回路と、
前記３組の係数回路から出力された映像信号について、
連続する前フレーム及び現フレームの関係となる２色の
映像信号を加算して出力する３つの加算回路とを備え、
前記３つの加算回路から出力されるＲＧＢに対応した各
映像信号を前記信号変換回路に供給することを特徴とす
る液晶表示システム。
【請求項３】  請求項１又は２記載の液晶表示システム*
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*において、
前記第１の係数回路の係数Ｋ１、前記第２の係数回路の
係数Ｋ２は、補助容量値をＣｓ、画素電極の寄生容量値
をＣｐ、１画素あたりの液晶容量値をＣＬとしたとき
に、
Ｋ１＝１／Ｋ
Ｋ２＝（１－Ｋ）／Ｋ
ただし、Ｋ＝Ｃｓ／（Ｃｓ＋Ｃｐ＋ＣＬ）
で求められる値に略等しいことを特徴とする液晶表示シ
ステム。
【請求項４】  前記請求項１又は２に記載の液晶表示シ
ステムにおいて、
前記補助容量に書き込まれる映像信号は、前記共通電極
に供給される電圧値を基準として、ＲＧＢごとに信号極
性を反転させた交流信号であることを特徴とする液晶表
示システム。
【請求項５】  前記請求項１又は２に記載の液晶表示シ
ステムにおいて、
前記補助容量に書き込まれる映像信号は、ＲＧＢ各色の
映像信号をフレーム又はフィールド単位で２回続けて繰
り返し、かつ繰り返した同じ映像信号の信号極性を、前
記共通電極に供給される電圧値を基準として、ＲＧＢご
とに反転させた交流信号であることを特徴とする液晶表
示システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えばヘッドマウ
ントディスプレイ、ビューファインダーあるいは投射型
ディスプレイ等に用いられる液晶表示システムに関し、
詳しくは面順次方式により、カラー画像を表示する液晶
表示システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】まず、本発明の前提となる面順次方式に
よるカラー液晶表示装置の基本構成を、本出願人が先に
提案した液晶表示装置（特願平１１－２４７６２１号）
を例にして説明する。
【０００３】図９は、面順次方式による液晶表示装置の
構成を示すブロック図である。この液晶表示装置１００
は、複数の表示画素ＰＸと、これら表示画素ＰＸを駆動
する水平走査回路１０１及び垂直走査回路１０２を備え
ている。
【０００４】この液晶表示装置１００では、図示しない
単結晶のシリコン基板上に複数の列信号線Ｄ１、Ｄ２・
・・（以下、適宜にＤと総称する）が並行して配置され
ており、またこれと直交する方向に複数の行信号線Ｇ
１、Ｇ２・・・（以下、適宜にＧと総称する）が配置さ
れている。各列信号線Ｄと各行信号線Ｇとの交差部には
それぞれ表示画素ＰＸが形成されている。
【０００５】水平走査回路１０１は、図示しない水平シ
フトレジスタやサンプリングスイッチにより構成されて
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3
おり、水平スタート信号Ｈｓｔ及び水平クロック信号Ｈ
ｃｋに基づいて、列信号線Ｄ１、Ｄ２・・・に所定のタ
イミングで映像信号を出力する。
【０００６】垂直走査回路１０２は、垂直シフトレジス
タを含む回路で構成されており、垂直スタート信号Ｖｓ
ｔ及び垂直クロック信号Ｖｃｋに基づいて、行信号線Ｇ
１、Ｇ２・・・に１水平走査期間ごとに走査信号を出力
する。
【０００７】表示画素ＰＸは、第１のスイッチングトラ
ンジスタＴｒ１（以下、Ｔｒ１と略称する）、第２のス
イッチングトランジスタＴｒ２（以下、Ｔｒ２と略称す
る）、補助容量Ｃｓ、画素電極１０３、共通電極１０４
及びこれら電極間に保持される液晶部材１０５から構成
されている。このうち、Ｔｒ１のドレインは列信号線Ｄ
１、Ｄ２・・・に接続され、また、ゲートは行信号線Ｇ
１、Ｇ２・・・に接続されている。さらにＴｒ２のゲー
トは一括転送パルス供給線１０９に接続されている。な
お、前記共通電極１０４は、前記図示しないシリコン基
板と対向配置された図示しない対向基板上に形成されて
いる。
【０００８】また、映像信号、水平スタート信号Ｈｓ
ｔ、水平クロック信号Ｈｃｋ、垂直スタート信号Ｖｓ
ｔ、垂直クロック信号Ｖｃｋ及び一括転送パルスは、後
述する表示パルス駆動回路（２０５）から供給されてい
る。
【０００９】上記のように構成された液晶表示装置１０
０において、水平走査回路１０１は、図示しない表示パ
ネル駆動回路から供給される水平スタート信号Ｈｓｔ及
び水平クロック信号Ｈｃｋにより駆動され、１水平走査
期間に出力すべき１ライン（１行）分の映像信号を列信
号線Ｄ１、Ｄ２・・・に同時にサンプリングする。一
方、垂直走査回路１０２は、同じく図示しない表示パネ
ル駆動回路から供給される垂直スタート信号Ｖｓｔ及び
垂直クロック信号Ｖｃｋにより駆動され、行信号線Ｇ
１、Ｇ２・・・に１水平走査期間ごとに走査信号を出力
する。これにより、行信号線Ｇ１、Ｇ２・・・に接続さ
れたＴｒ１は１ラインづつオン状態となり、列信号線Ｄ
１、Ｄ２・・・にサンプリングされた１ライン分の映像
信号は補助容量Ｃｓに電荷情報として蓄積される。この
動作を１フレーム分繰り返した後、図示しない表示パネ
ル駆動回路からＴｒ２に一括転送パルスが供給される
と、全てのＴｒ２がオン状態となり、全表示画素ＰＸの
画素電極１０３に１フレーム分の映像信号が一括して転
送される（一括転送方式）。この結果、各表示画素ＰＸ
に対応した液晶部材１０５には、画素電極１０３を介し
て映像信号が印加され、液晶の光変調度が映像信号の電
圧値に従って変化し、映像信号のもつ情報量に応じた階
調の画像が表示される。
【００１０】図１０は、このような液晶表示装置１００
の動作タイミングを示すタイミングチャートである。一
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括転送方式では、１フレーム分の映像信号について先頭
のラインから最終ラインまでの走査を期間ｔ１で行い、
これが完了した時点で一括転送パルスを与えている。た
だし、液晶応答は先頭ラインの走査開始から期間ｔ２だ
け遅れるため、光源からの読み出し光はこのタイミング
に合うように照射されている。なお、現フレームで表示
される画像は前フレームで書き込まれた映像信号の画像
である。図１０の例で説明すると、期間ｔＦでは１フレ
ーム前にサンプリングされたＧ（緑）の画像が現フレー
ムとして表示されており、この間に次の１フレーム分の
Ｂ（青）の画像がサンプリングされる。
【００１１】上記一括転送方式には、次のような３つの
利点がある。１つめは、高輝度・高光利用率が達成でき
ることである。すなわち、通常のアクティブマトリクス
方式の液晶表示装置は線順次走査であり、先頭ラインか
ら最終ラインまでの走査が完了し、最終ラインの表示画
素の液晶が完全に対応した状態で各色の読み出し光を照
射しないと均一な色再現が得られない。このため、１フ
レーム走査期間中は読み出し光が照射できず、光利用率
が低下するという問題がある。これに対し一括転送方式
では、全ての表示画素が同時に切り替わるため、読み出
し光の照射期間を従来のアクティブマトリクス方式に比
べて長くとることが可能となり、高輝度・高光利用率が
達成できる。２つめは、走査レートを低減できることで
ある。すなわち一括転送方式では、１フレーム分の映像
信号を表示している間に次の１フレーム分の映像信号を
蓄積するようにしているため、１フレーム走査期間全体
を映像信号の書き込み期間として利用することが可能と
なり、通常のアクティブマトリクス方式に比べて走査レ
ートを低減することができる。３つめは、低耐圧化が実
現できることである。例えば図１１の信号波形図に示す
ように、一括転送方式では、全ての表示画素が同時に切
り替わるため、映像信号の信号電圧として液晶の輝度変
調成分のみを極性反転して供給するとともに、これと同
期して共通電極にしきい値電圧に対応する交流バイアス
分を前記信号電圧とは逆極性の矩形パルスで供給するこ
とができる。したがって、基板部の低耐圧化を図ること
ができる。
【００１２】図１２は、上記液晶表示装置１００を備え
たカラー液晶表示システム２００の全体構成を示すブロ
ック図である。このカラー液晶表示システム２００の光
学系は、液晶表示装置１００、ＰＢＳ（偏光ビームスプ
リッタ）２０１、ＬＥＤ２０２、拡散板２０３及びレン
ズ２０４により構成されている。また駆動回路系は、表
示パネル駆動回路２０５、タイミング生成回路２０６、
ＬＥＤ駆動回路２０７及び面順次信号変換回路２０８に
より構成されている。
【００１３】面順次信号変換回路２０８はフレームバッ
ファ回路であり、図示しない外部回路からパラレルデー
タとしてＲＧＢ同時に入力された映像信号を、ＲＧＢの
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5
時系列データに変換する。タイミング生成回路２０６か
らは、面順次信号変換回路２０８でパラレルデータを時
系列データに変換するのに必要な制御信号が供給されて
いる。
【００１４】さらに、面順次信号変換回路２０８で変換
された映像信号は、表示パネル駆動回路２０５で必要な
信号処理が施された後、各種のスタート信号やクロック
信号とともに液晶表示装置１００に供給される。
【００１５】液晶表示装置１００では、先に説明した動
作により映像信号の走査が行われ、画像が面順次で表示
される。一方、ＬＥＤ駆動回路２０７は、この動作と同
期したタイミングでＬＥＤ２０２での発光色（ＲＧＢ）
を順次切り替えている。映像信号の走査やＬＥＤでの発
光のタイミングは、タイミング発生回路２０６から各駆
動回路へ供給されるタイミング信号に基づいて制御され
ている。
【００１６】光源となるＬＥＤ２０２から前記タイミン
グで放出された光は、拡散板２０３で均一に拡散された
後、ＰＢＳ２０１で液晶表示装置１００側へ導かれる。
この光は液晶表示装置１００の下部基板面で反射し、読*
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*み出し光として表示画素を通過する。そして、ＬＥＤ２
０２の発光色で色づけされたカラー画像がＰＢＳ２０
１、レンズ２０４を通じて取り出される。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】図１３は、表示画素Ｐ
Ｘ（図９）の詳細な等価回路図である。図中、Ｃｐはト
ランジスタ構造や配線に起因する画素部寄生容量、ＣＬ
は１画素あたりの液晶容量である。またＶｓは映像信号
の信号電圧、Ｖｐ（ｎ－１）は画素電極１０３側に蓄積
されている前フレームの画素残留電圧を示している。他
の部分は図９と同じ符号を付している。
【００１８】図１３において、信号電圧Ｖｓを画素電極
１０３側に転送したときに、信号電圧Ｖｓの電位のまま
で転送されることはない。なぜならば、信号電圧Ｖｓと
画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）との間で電荷の再配分が生
じ、信号電圧Ｖｓの電位は画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）
の分だけ低下するからである。転送により実際に画素電
極１０３へ供給される電圧（以下、実効電圧と称す）Ｖ
ｐ（ｎ）は下記の式（１）で求められる。
【００１９】

  Ｖｐ（ｎ）＝Ｋ・Ｖｓ＋（１－Ｋ）・Ｖｐ（ｎ－１）  ・・・（１）
ただし、Ｋ＝Ｃｓ／（Ｃｓ＋Ｃｐ＋ＣＬ）
この実効電圧Ｖｐ（ｎ）と信号電圧Ｖｓとの関係を図１
４に示す。図１４から明らかなように、実効電圧Ｖｐ
（ｎ）は画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）の影響を受けるた
め、元の信号電圧Ｖｓに対して誤差電圧△Ｖｐを生じる
ことになる。この誤差電圧△Ｖｐは、補助容量Ｃｓが画
素部寄生容量Ｃｐ及び液晶容量ＣＬに対して極めて大き
い条件では無視できるが、実際にはレイアウト面積の関
係から補助容量を形成する面積等に限界があり、補助容
量Ｃｓを上記のような条件とすることは困難であった。
こうした面順次方式によるカラー表示において、前フレ
ームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）は、現フレームの信
号電圧Ｖｓとは異なる色の信号であるため、現フレーム
の色に前フレームの色が干渉する、いわゆるクロストー
クが発生し、色再現性が著しく劣化するという問題点が
あった。
【００２０】また、このようなクロストークの影響を最
小限に抑えるために、従来は補助容量Ｃｓを可能な限り
大きく形成していることから、表示画素の微細化が難し
く、高解像度のシステムに発展させることは不可能であ
った。
【００２１】本発明は、画素残留電圧によるクロストー
クの影響をなくして良好な色再現性を実現するととも
に、補助容量の面積を小さくして表示画素の微細化を可
能とする液晶表示システムを提供することを目的とす
る。
【００２２】
【課題を解決するための手段】請求項１に係わる液晶表
示システムは、少なくとも第１及び第２のスイッチング

トランジスタ、補助容量及び画素電極を含む表示画素が
マトリクス状に配置された第１の基板と、前記画素電極
と対向配置された共通電極を含む第２の基板と、前記第
１及び第２の基板間に封入される液晶部材とを備えた表
示パネルに対し、信号変換回路から供給されるＲＧＢに
対応した各映像信号をフレーム順に前記第１のスイッチ
ングトランジスタを介して前記補助容量に書き込み、続
いて前記第２のスイッチングトランジスタを介して前記
書き込まれた映像信号を全表示画素に同時に送出すると
ともに、前記フレームに対応する読み出し光を順次切り
替えて前記全表示画素に照射することによりカラー表示
を行う液晶表示システムにおいて、前記信号変換回路か
ら供給される現フレームの映像信号を１フレーム期間遅
延させる遅延回路と、前記信号変換回路から供給される
現フレームの映像信号に係数Ｋ１を乗じる第１の係数回
路と、前記遅延回路から出力される１フレーム期間遅延
した前フレームの映像信号に係数Ｋ２を乗じる第２の係
数回路と、前記第１及び第２の係数回路から出力された
現フレームの映像信号と前フレームの映像信号とを加算
して出力する加算回路とを備え、前記加算回路から出力
された映像信号を前記書き込みに用いることを特徴とす
る。
【００２３】また、請求項２に係わる液晶表示システム
は、少なくとも第１及び第２のスイッチングトランジス
タ、補助容量及び画素電極を含む表示画素がマトリクス
状に配置された第１の基板と、前記画素電極と対向配置
された共通電極を含む第２の基板と、前記第１及び第２
の基板間に封入された液晶部材とを備えた表示パネルに
対し、信号変換回路から供給されるＲＧＢに対応した各
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7
映像信号をフレーム順に前記第１のスイッチングトラン
ジスタを介して前記補助容量に書き込み、続いて前記第
２のスイッチングトランジスタを介して前記書き込まれ
た映像信号を全表示画素に同時に送出するとともに、前
記フレームに対応する読み出し光を順次切り替えて前記
全表示画素に照射することによりカラー表示を行う液晶
表示システムにおいて、前記信号変換回路に入力するＲ
ＧＢの各映像信号に対し係数Ｋ１及び係数Ｋ２を乗じる
３組の係数回路と、前記３組の係数回路から出力された
映像信号について、連続する前フレーム及び現フレーム
の関係となる２色の映像信号を加算して出力する３つの
加算回路とを備え、前記３つの加算回路から出力される
ＲＧＢに対応した各映像信号を前記信号変換回路に供給
することを特徴とする。
【００２４】さらに、請求項３に係わる液晶表示システ
ムは、請求項１及び２において、前記第１の係数回路の
係数Ｋ１、前記第２の係数回路の係数Ｋ２は、補助容量
値をＣｓ、画素電極の寄生容量値をＣｐ、１画素あたり
の液晶容量値をＣＬとしたときに、
Ｋ１＝１／Ｋ
Ｋ２＝（１－Ｋ）／Ｋ
ただし、Ｋ＝Ｃｓ／（Ｃｓ＋Ｃｐ＋ＣＬ）
で求められる値に略等しいことを特徴とする。
【００２５】請求項４に係わる液晶表示システムは、請
求項１又は２において、前記補助容量に書き込まれる映
像信号が、前記共通電極に供給される電圧値を基準とし
て、ＲＧＢごとに信号極性を反転させた交流信号である
ことを特徴とする。
【００２６】請求項５に係わる液晶表示システムは、請
求項１又は２において、前記補助容量に書き込まれる映
像信号が、ＲＧＢ各色の映像信号をフレーム又はフィー
ルド単位で２回続けて繰り返し、かつ繰り返した同じ映
像信号の信号極性を、前記共通電極に供給される電圧値
を基準として、ＲＧＢごとに反転させた交流信号である
ことを特徴とする。
【００２７】請求項１乃至５の発明によれば、信号処理
回路により所定の信号処理が施された映像信号には、前
フレームの映像信号成分が（１－Ｋ）／Ｋ だけ加算さ
れているため、この映像信号を現フレームの映像信号と
して画素表示した場合には、前記加算された前フレーム
の映像信号成分により、画素電極側に蓄積されている前
フレームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャンセルさ
れる。
【００２８】とくに請求項４の発明によれば、映像信号
の書き込みにより液晶層に直流成分が発生することがな
いので、液晶部材の劣化を防止することができる。
【００２９】また、とくに請求項５の発明によれば、正
負の信号電圧がほぼ対象となる理想的に交流化された映
像信号が液晶層に印加されるので、液晶層における直流*
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*成分の発生がさらに抑えられることになり、液晶部材の
劣化をより効果的に防止することができる。
【００３０】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係わる液晶表示シ
ステムを、面順次方式によるカラー液晶表示装置を備え
たカラー液晶表示システムに適用した場合の実施形態に
ついて図面を参照しながら説明する。
【００３１】なお、以下に説明する第１及び第２の実施
形態のカラー液晶表示システム３００及び４００では、
その基本構成として図１２に示すような従来のカラー液
晶表示システム２００を適用することができる。ただ
し、液晶表示装置１００などの光学系、表示パネル駆動
回路２０５などの駆動回路系の構成は同じである。ここ
ではそれらの説明を省略し、本発明の特徴的な構成であ
る信号処理回路や交流化回路などを中心に説明する。
【００３２】第１の実施形態
図２は、第１の実施形態に係わるカラー液晶表示システ
ム３００の全体構成を示すブロック図である。この第１
の実施形態では、表示パネル駆動回路２０５と面順次信
号変換回路２０８の間に、映像信号の補正処理を行う信
号処理回路２１０が配置されている。なお図示していな
いが、信号処理回路２１０と表示パネル駆動回路２０５
との間には、後述する交流化回路やＤ／Ａ変換回路など
が配置されている。
【００３３】図１は、信号処理回路２１０の構成を示す
ブロック図である。この信号処理回路２１０は、１フレ
ーム遅延回路２１１、第１の係数回路２１２、第２の係
数回路２１３及び加算回路２１４により構成されてい
る。この信号処理回路２１０には、面順次信号変換回路
２０８からＲＧＢに対応した各映像信号が入力されてい
る。
【００３４】１フレーム遅延回路２１１は、バッファメ
モリで構成された回路であり、入力された現フレームの
映像信号に１フレーム期間（Ｔ）の遅延を与えて出力す
る。この１フレーム期間の遅延が与えられた映像信号
は、後述する第２の係数回路２１３に前フレームの映像
信号として供給される。
【００３５】第１の係数回路２１２及び第２の係数回路
２１３は、現フレームの映像信号及び１フレーム遅延回
路２１１で遅延された前フレームの映像信号に対し、そ
れぞれ異なる係数を乗じて出力する回路である。各係数
回路の係数は、以下の式（２）、（３）で求められた値
又はこれとほぼ等しい値に設定されている。ここで、Ｋ
１は第１の係数回路２１２の係数を、Ｋ２は第２の係数
回路２１３の係数を示している。また、Ｃｓは補助容量
値を、Ｃｐは画素電極の寄生容量値を、ＣＬは１画素あ
たりの液晶容量値をそれぞれ示している。
【００３６】

    Ｋ１＝１／Ｋ                                  ・・・（２）



(6) 特開２００１－２５５８５８

10

20

30

40

    Ｋ２＝（１－Ｋ）／Ｋ                          ・・・（３）9
ただし、Ｋ＝Ｃｓ／（Ｃｓ＋Ｃｐ＋ＣＬ）
第１の係数回路２１２、第２の係数回路２１３を、例え
ば抵抗回路で構成した場合は、各回路ごとの係数を抵抗
分割により設定することができる。
【００３７】加算回路２１４は、第１の係数回路２１２
及び第２の係数回路２１３から出力された現フレームの*

10
*映像信号と前フレームの映像信号とを加算し、補正後映
像信号として出力する。例えば、現フレームの映像信号
Ｇｓ（ｎ）のときの補正後映像信号Ｇｃは、遅延した前
フレームの映像信号をＲｓ（ｎ－１）とすると、式
（４）で求められる。
【００３８】

    Ｇｃ＝｛（１／Ｋ）・Ｇｓ（ｎ）｝＋｛（１－ｋ）／Ｋ｝・Ｒｓ（ｎ－１
）
                                                  ・・・（４）このようにして得られた補正後映像信号Ｇｃには、前フ

レームの映像信号成分が（１－Ｋ）／Ｋ だけ加算され
ているため、補正後映像信号Ｇｃを現フレームの映像信
号として画素表示すると、前記加算された前フレームの
映像信号成分により、画素電極側に蓄積されている前フ
レームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャンセルされ
る。ここで、式（４）に示す補正後映像信号Ｇｃを画素

電極に転送する信号電圧Ｖｓとし、前フレームでの画素
残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）と式（４）のＲｓ（ｎ－１）が
等しいと仮定して、信号電圧Ｖｓを式（１）に代入する
と、画素電極に供給される実効電圧Ｖｐ（ｎ）は以下の
ようになる。
【００３９】

  Ｖｐ（ｎ）＝Ｋ・Ｇｃ＋（１－Ｋ）・Ｖｐ（ｎ－１）
            ＝Ｋ・［｛（１／Ｋ）・Ｇｓ（ｎ）｝＋｛（１－Ｋ）／Ｋ｝・Ｒ
ｓ
              （ｎ－１）］＋｛（１－Ｋ）・Ｖｐ（ｎ－１）｝
            ≒Ｇｓ（ｎ）すなわち、現フレームに加算された前フレームの映像信

号成分（１－Ｋ）／Ｋにより、画素電極側に蓄積されて
いる前フレームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャン
セルされるため、実効電圧Ｖｐ（ｎ）はほぼ現フレーム
の映像信号Ｇｓ（ｎ）と等しくなる。
【００４０】図３は、画素電極に供給される実効電圧の
電位変化を示す信号波形図である。図３（ａ）はＲＧＢ
の各映像信号を正負極性を組にして連続して供給する場
合の例であり、図３（ｂ）はＲＧＢの各映像信号を１フ
レームごとに正負極性を反転させて供給する場合の例で
ある。いずれの場合も、補正後画素電圧Ｇｃにより、前
フレームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャンセルさ
れ、実効電圧Ｖｐ（ｎ）がほぼ現フレームの映像信号Ｇ
ｓ（ｎ）と等しくなることが確認されている。なお、一
点鎖線は補正なしの映像信号Ｇｓ（ｎ）を印加した場合
の実効電圧Ｖｐ（ｎ）を示している。
【００４１】このように、映像信号の極性を反転させて
画素電極に供給することは、液晶材の劣化を防ぐ意味で
重要となる。すなわち、液晶層に直流成分が生じると、
液晶中にイオンが発生して液晶材の劣化を引き起こすこ
とになるが、映像信号を交流信号として印加することに
より、液晶材の劣化を防止することができる。
【００４２】ここで、信号処理回路２１０から出力され
た補正後の映像信号を交流化する交流化回路の構成とそ
の動作について説明する。
【００４３】図４は、交流化回路の構成を示すブロック
図である。交流化回路２３０は、信号処理回路２１０と
図示していない表示パネル駆動回路２０５との間に接続
されており、信号処理回路２１０からは映像信号として
ＲＧＢの時系列データが供給されている。交流化回路２

３０は、非反転アンプ２３１、反転アンプ２３２及びス
イッチ回路２３３により構成されている。
【００４４】非反転アンプ２３１及び反転アンプ２３２
は、それぞれ入力された映像信号を所定の利得で増幅し
て出力する回路である。このうち非反転アンプ２３１
は、増幅した映像信号の極性を反転して出力している。
【００４５】スイッチ回路２３３は、非反転アンプ２３
１及び反転アンプ２３２から入力された２つの映像信号
のうち、いずれか一方の映像信号を選択して出力する。
入力する映像信号の選択は、タイミング発生回路２０６
から供給される選択信号に応じて切り替えられる。
【００４６】図５は、交流化回路２３０の動作タイミン
グを示す信号波形図である。以下、図５を参照しなが
ら、交流化回路２３０において映像信号を交流化する際
の動作について説明する。
【００４７】まず、映像信号として図示しない外部回路
から図５（ａ）に示すようなＲＧＢのパラレルデータが
面順次信号変換回路２０８に供給される。面順次信号変
換回路２０８では、これを図５（ｂ）に示すようなＲＧ
Ｂの時系列データに変換し、信号処理回路２１０に出力
する。なお時系列データに変換された映像信号は、ＲＧ
Ｂの繰り返し周期Ｔｓに対応したデータとして出力され
る。
【００４８】信号処理回路２１０では、先に説明した信
号成分の補正が施され、補正後の映像信号が交流化回路
２３０へ出力される。交流化回路２３０において、非反
転アンプ２３１を通過した映像信号は所定の利得で増幅
され、図５（ｃ）に示すような正極性の映像信号として
出力される。一方、反転アンプ２３２を通過した映像信
号は、所定の利得で増幅されるとともに、極性反転がな
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11
され、図５（ｄ）に示すような負極性の映像信号として
出力される。これら２つのアンプで増幅された映像信号
は、ともにスイッチ回路２３３に出力される。スイッチ
回路２３３には、タイミング発生回路２０８から図５
（ｅ）に示すような選択信号が供給されている。この選
択信号は、Ｈレベル（正極性選択）、Ｌレベル（負極性
選択）の２つの信号値が、ＲＧＢの各データ周期に対応
する周期で繰り返されている。
【００４９】スイッチ回路２３３では、前記選択信号に
より非反転アンプ２３１又は反転アンプ２３２のいずれ
か一方の出力が選択される。この結果、ＲＧＢの時系列
データとして入力された映像信号は、図５（ｆ）に示す
ような交流化された映像信号に変換される。図５（ｆ）
において、ＲＧＢの各映像信号はデータ周期で極性反転
されたデータ列として出力されている。
【００５０】図５（ｆ）には示していないが、交流化さ
れた映像信号の中心値は、共通電極の電位（基準電圧：
Ｖｆ）と同じ電圧にバイアスされている。この実施形態
の駆動方法では、信号電圧としきい値電圧を振幅とする
映像信号を基準電位の両側に振ることにより、液晶に供
給される信号電圧の極性を反転させている。また、先に
説明したように、映像信号として信号電圧のみを極性反
転して供給するとともに、共通電極に対し、しきい値電
圧に対応する交流バイアス分を前記信号電圧と逆の極性
に振る駆動方法であってもよい。
【００５１】また図５においては、ＲＧＢの繰り返し周
期Ｔｓを、フレーム周期Ｔｆと同じとした例について示
しているが、ＲＧＢの繰り返し周期Ｔｓを序々に短くし
ていくと、輝度フリッカーや色割れ現象が少なくなり、
良好なカラー画像を得ることができる。例えば、Ｔｓ＝
１１．１ｍｓ（９０Ｈｚ）以上とすると、輝度フリッカ
ーや色割れ現象は、ほとんど認識できなくなる。さら
に、図５に示すフレーム周期Ｔｆは、フィールド周期で
あってもよい。
【００５２】図４に示すような交流化回路２３０によ
り、画素電極に供給する映像信号を交流信号に変換して
画素電極に供給した場合は、液晶層に直流成分を生じる
ことがなく、このため液晶中のイオン発生による液晶材
の劣化を防止することができる。また、ＲＧＢの繰り返
し周期Ｔｓを短くすることにより、輝度フリッカーや色
割れ現象が少ない、高品位なカラー画像を得ることがで
きる。
【００５３】次に、映像信号を交流化する場合の他の実
施形態について説明する。ただし、交流化回路２３０の
基本構成は先の実施形態と同じであるため、相違点につ
いてのみ説明する。
【００５４】図６は、他の実施形態における交流化回路
２３０の動作タイミングを示す信号波形図である。以
下、図６を参照しながら、映像信号を交流化する際の他
の実施形態について説明する。
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【００５５】まず、映像信号として図示しない外部回路
から図６（ａ）に示すようなＲＧＢのパラレルデータが
面順次信号変換回路２０８に供給される。面順次信号変
換回路２０８では、これを図６（ｂ）に示すようなＲＧ
Ｂの時系列データに変換し、信号処理回路２１０に出力
する。このとき、ＲＧＢ各色の映像信号をフレーム単位
で２回繰り返し、時系列のＲＲＧＧＢＢ映像信号に変換
する。
【００５６】信号処理回路２１０では、先に説明した信
号成分の補正が施され、補正後の映像信号が交流化回路
２３０へ出力される。交流化回路２３０において、非反
転アンプ２３１を通過した映像信号は所定の利得で増幅
され、図６（ｃ）に示すような正極性の映像信号として
出力される。一方、反転アンプ２３２を通過した映像信
号は、所定の利得で増幅されるとともに、極性反転がな
され、図６（ｄ）に示すような負極性の映像信号として
出力される。これら２つのアンプで増幅された映像信号
は、ともにスイッチ回路２３３に出力される。スイッチ
回路２３３には、タイミング発生回路２０６から図６
（ｅ）に示すような選択信号が供給されている。この選
択信号は、Ｈレベル（正極性選択）、Ｌレベル（負極性
選択）の２つの信号値が、ＲＲＧＧＢＢ映像信号の各デ
ータ周期に対応する周期で繰り返されている。
【００５７】スイッチ回路２３３では、前記選択信号に
より非反転アンプ２３１又は反転アンプ２３２のいずれ
か一方の出力が選択される。この結果、ＲＧＢの時系列
データとして入力された映像信号は、図６（ｆ）に示す
ような交流化された映像信号に変換される。図６（ｆ）
において、ＲＲＧＧＢＢの各映像信号は同一色ごとにデ
ータ周期で極性反転されたデータ列として出力されてい
る。なお、この実施形態においても、交流化された映像
信号の中心値は、共通電極の電位（基準電圧：Ｖｆ）と
同じ電圧にバイアスされている。
【００５８】この実施形態における映像信号は、同一色
の信号が正負一組の連続した信号波形であるため、液晶
層には信号電圧の振幅が正負でほぼ対象となる理想的に
交流化された映像信号が印加されることになる。したが
って、液晶層に信号電圧の振幅が正負非対称の映像信号
を供給したときのように直流成分が生じることがなく、
液晶中のイオン発生による液晶材の劣化をより効果的に
防止することができる。
【００５９】また、輝度フリッカーの発生もより少なく
することができる。図６（ｇ）は、図６（ｆ）に示す交
流信号が印加されたときの液晶応答を示したもので、と
くにＲ画像における輝度変化の様子を示したものであ
る。
【００６０】一般に、液晶は印加される信号電圧の極性
により、図６（ｇ）に示すように若干の応答差を生じる
ため、低い周波数で交流化した場合は輝度の違いが輝度
フリッカーとして認識され、表示品位が低下してしま
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う。しかしながら、この実施形態では同一色の映像信号
が正負で連続しているため、人間の目には図６（ｇ）の
破線で示すような正負両極の平均値の明るさに認識され
ることになる。これによると、人間の目には同じ明るさ
の色が繰り返し認識されることになるため、ＲＧＢの繰
り返し周期Ｔｓが多少長くなっても、輝度フリッカーは
ほとんど認識されなくなる。
【００６１】この実施形態においても、ＲＧＢの繰り返
し周期Ｔｓをフレーム周期Ｔｆと同じとしているが、Ｒ
ＧＢの繰り返し周期Ｔｓを序々に短くしていくと、輝度
フリッカーや色割れ現象が少なくなり、良好なカラー画
像を得ることができる。例えば、Ｔｓ＝１１．１ｍｓ
（９０Ｈｚ）以上とすると、輝度フリッカーや色割れ現
象は、ほとんど認識できなくなる。
【００６２】また、Ｔｓを長くした場合、例えばＴｓ＝
１６．７ｍｓ（６０Ｈｚ）にした場合、輝度フリッカー
はほとんど認識されなくなる。このようにＴｓを長くで
きるということは、表示パネル駆動回路２０５などの処
理速度を遅くすることができるので、低速の回路素子を
使用することできることになり、また電力消費も抑える
ことができる。さらに、図６に示すフレーム周期Ｔｆ
は、フィールド周期であってもよい。
【００６３】図６に示す実施形態においても、画素電極
に供給する映像信号を交流信号に変換して画素電極に供
給することにより、液晶層に直流成分を生じることがな
く、このため液晶中のイオン発生による液晶材の劣化を
防止することができる。
【００６４】さらに、ＲＧＢの繰り返し周期Ｔｓを短く
した場合は輝度フリッカーや色割れ現象がほとんど認識
できなくなり、またＴｓを多少長くした場合でも輝度フ
リッカーがほとんど認識されることがないので、より高
品位なカラー画像を得ることができる。
【００６５】第１の実施形態では、面順次信号変換回路
２０８でＲＧＢの時系列データに変換された映像信号そ
のものを遅延させて、現フレームの映像信号に前フレー
ムの映像信号成分を（１－Ｋ）／Ｋだけ加算するように
したため、図３（ａ）、（ｂ）に示すように信号の極性
反転及び色フレーム切り替え方式が異なっていても、画
素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）によるクロストークの影響を
なくして良好な色再現性を得ることができる。
【００６６】なお、第１の実施形態では、信号処理回路
２１０を表示パネル駆動回路２０５と面順次信号変換回
路２０８の間に配置した例について説明したが、信号処
理回路２１０は、表示パネル駆動回路２０５又は面順次
信号変換回路２０８のいずれかに内蔵してもよい。
【００６７】第２の実施形態
図７は、第２の実施形態に係わるカラー液晶表示システ
ム４００の全体構成を示すブロック図である。この第２
の実施形態では、面順次信号変換回路２０８の前段に映
像信号を補正処理する信号処理回路２２０が配置されて
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いる。
【００６８】なお、この第２の実施形態においては、図
示していないが面順次信号変換回路２０８と表示パネル
駆動回路２０５との間に、図４、図５（及び図６）で説
明した交流化回路やＤ／Ａ変換回路などが配置されてい
る。
【００６９】図８は、信号処理回路２２０の構成を示す
ブロック図である。この信号処理回路２２０は、第１の
実施形態のような１フレーム遅延回路２１１を使用せ
ず、３組の係数回路と、３つの加算回路により構成され
ている。
【００７０】前記３組の係数回路は、Ｒ用の第１の係数
回路２２１、同第２の係数回路２２２、Ｇ用の第１の係
数回路２２３、同第２の係数回路２２４、Ｂ用の第１の
係数回路２２５、同第２の係数回路２２６から構成され
ている。これら３組の係数回路は、ＲＧＢの各映像信号
に対しそれぞれ異なる係数を乗じて出力する回路であ
る。前記第１の係数回路及び第２の係数回路で乗じられ
る係数は、第１の実施形態で示した式（１）、（２）で
求められた値又はこれとほぼ等しい値に設定されてい
る。なお、この実施形態における信号の極性反転及び色
フレーム切り替え方式は、図３（ｂ）のようにＲＧＢの
各映像信号を１フレームごとに正負極性を反転させて供
給するものを前提とする。
【００７１】第１の加算回路２２７、第２の加算回路２
２８及び第３の加算回路２２９は、第１の係数回路２２
１～第２の係数回路２２６から出力される各色の映像信
号のうち、連続する前フレーム及び現フレームの関係と
なる２色の映像信号を加算して、補正後映像信号Ｒｃ、
Ｇｃ、Ｂｃとして出力する。すなわち、ＲＧＢの順に色
フレームが切り替えられるとすると、第１の加算回路２
２７では、第１の係数回路２２１から出力されたＲの映
像信号と第２の係数回路２２９から出力されたＢの映像
信号を加算して、補正後映像信号Ｒｃを出力する。ま
た、第２の加算回路２２８では、第１の係数回路２２３
から出力されたＧの映像信号と第２の係数回路２２２か
ら出力されたＲの映像信号を加算して、補正後映像信号
Ｇｃを出力する。さらに、第３の加算回路２２９では、
第１の係数回路２２５から出力されたＢの映像信号と第
２の係数回路２２４から出力されたＧの映像信号を加算
して、補正後映像信号Ｂｃを出力する。ここで、ＲＧＢ
の原映像信号と補正後映像信号Ｒｃ、Ｇｃ、Ｂｃとの関
係は以下のようになる。
【００７２】
Ｒｃ＝（１－Ｋ）・Ｒ＋｛（１－Ｋ）／Ｋ｝・Ｂ
Ｇｃ＝（１－Ｋ）・Ｇ＋｛（１－Ｋ）／Ｋ｝・Ｒ
Ｂｃ＝（１－Ｋ）・Ｂ＋｛（１－Ｋ）／Ｋ｝・Ｇ
ただし、Ｋ＝Ｃｓ／（Ｃｓ＋Ｃｐ＋ＣＬ）
このようにして得られた補正後映像信号Ｒｃ、Ｇｃ、Ｂ
ｃには、前フレームの映像信号成分が（１－Ｋ）／Ｋ 
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だけ加算されているため、この補正後映像信号Ｒｃ、Ｇ
ｃ、Ｂｃを面順次信号変換回路２０８でＲＧＢの時系列
データに変換して、表示パネル駆動回路２０５から液晶
表示装置１００へ供給すると、前記加算された前フレー
ムの映像信号成分により、画素電極側に蓄積されている
前フレームの画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャンセル
される。すなわち、第１の実施形態と同様に、現フレー
ムに加算された前フレームの映像信号成分（１－Ｋ）／
Ｋにより、画素電極側に蓄積されている前フレームの画
素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）がキャンセルされるため、実
効電圧Ｖｐ（ｎ）はほぼ現フレームの映像信号Ｇｓ
（ｎ）と等しくなる。
【００７３】この第２の実施形態においても、図３
（ｂ）に示すように実効電圧Ｖｐ（ｎ）がほぼ現フレー
ムの映像信号Ｇｓ（ｎ）と等しくなることが確認されて
おり、画素残留電圧Ｖｐ（ｎ－１）によるクロストーク
の影響をなくして良好な色再現性を得ることができる。
【００７４】とくに、第２の実施形態では、第１の実施
形態の１フレーム遅延回路２１１が不要となるため、フ
レームバッファ等を用いない簡易な回路構成で同等の効
果を得ることができる。
【００７５】また、第２の実施形態においても、図５又
は図６に示したように映像信号を交流信号に変換して画
素電極に供給することにより、液晶層に直流成分を生じ
ることがなく、液晶中のイオン発生による液晶材の劣化
を防止することができる。
【００７６】なお、第２の実施形態では、信号処理回路
２２０を面順次信号変換回路２０８の前段に配置した例
について説明したが、信号処理回路２２０は、面順次信
号変換回路２０８に内蔵してもよい。
【００７７】
【発明の効果】請求項１乃至５の発明においては、現フ
レームの映像信号に前フレームの映像信号成分を加算し
た補正後映像信号を表示パネルに供給するようにしたの
で、前記加算された前フレームの映像信号成分により画
素電極側に蓄積されている前フレームの画素残留電圧が
キャンセルされる。このため、前記画素残留電圧による
クロストークの影響をなくして良好な色再現性を実現す
ることができる。
【００７８】また、クロストークの影響を少なくするた
めに補助容量を大きくする必要がないので、従来に比べ
て補助容量の面積を小さくすることができる。これによ
れば、表示画素の微細化が容易となるので、より高解像
度のシステムへ発展させることが可能となる。
【００７９】とくに、請求項２の発明においては、面順
次信号変換回路の前段において、ＲＧＢ同時に入力され
る映像信号に対して上述した信号処理を行うようにした
場合は、フレームバッファ等を用いない簡易な回路構成
とすることができる。
【００８０】また、とくに請求項４の発明においては、
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前記補正後映像信号を、ＲＧＢごとに信号極性を反転さ
せた交流信号としたので、液晶中にイオンが発生するこ
とがなく、液晶材の劣化を防止することができる。
【００８１】また、とくに請求項５の発明においては、
ＲＧＢ各色の映像信号を２回続けて繰り返し、この繰り
返した同じ映像信号の極性をＲＧＢごとに反転させた交
流信号としたので、液晶層には信号電圧の振幅が正負で
ほぼ対象となる理想的に交流化された映像信号を液晶層
に印加することができる。これによれば、液晶層におけ
る直流成分の発生がさらに抑えられるため、液晶中のイ
オン発生による液晶材の劣化をより効果的に防止するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態に係わる信号処理回路の構成を
示すブロック図。
【図２】第１の実施形態に係わるカラー液晶表示システ
ムの全体構成を示すブロック図。
【図３】（ａ）、（ｂ）は画素電極に供給される実効電
圧の電位変化を示す信号波形図。
【図４】交流化回路の構成を示すブロック図。
【図５】交流化回路の動作タイミングを示す信号波形
図。
【図６】他の実施形態における交流化回路の動作タイミ
ングを示す信号波形図。
【図７】第２の実施形態に係わるカラー液晶表示システ
ムの全体構成を示すブロック図。
【図８】第２の実施形態に係わる信号処理回路の構成を
示すブロック図。
【図９】面順次方式による液晶表示装置の構成を示すブ
ロック図。
【図１０】図９に示す液晶表示装置の動作タイミングを
示すタイミングチャート。
【図１１】一括転送方式における映像信号の信号波形
図。
【図１２】面順次方式による液晶表示装置を備えたカラ
ー液晶表示システムの全体構成を示すブロック図。
【図１３】図９に示す表示画素ＰＸの詳細な等価回路
図。
【図１４】実効電圧Ｖｐ（ｎ）と信号電圧Ｖｓとの関係
を示す信号波形図。
【符号の説明】
１００…液晶表示装置、１０１…水平走査回路、１０２
…垂直走査回路、１０３…画素電極、１０４…共通電
極、１０５…液晶部材、２００，３００，４００…液晶
表示システム、２０５…表示パネル駆動回路、２０８…
面順次信号変換回路、２１０，２２０…信号処理回路、
２１１…１フレーム遅延回路、２１２…第１の係数回
路、２１３…第２の係数回路、２１４…加算回路、２２
１，２２３，２２５…第１の係数回路、２２２，２２
４，２２６…第２の係数回路、２２７，２２８，２２９
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…加算回路、２３０…交流化回路、２３１…非反転アン*
18

*プ、２３２…反転アンプ、２３３…スイッチ回路

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図７】

【図８】

【図１１】



(11) 特開２００１－２５５８５８

【図５】

【図６】

【図９】 【図１０】



(12) 特開２００１－２５５８５８

【図１２】 【図１３】

【図１４】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/20         ６４２                        Ｇ０９Ｇ   3/20           ６４２Ｊ    
                           ６８０                                                  ６８０Ａ    
              3/34                                                  3/34                 Ｊ    
  
Ｆターム(参考） 2H093 NA16 NA33 NA34 NA43 NC03
                      NC16 NC21 NC22 NC24 NC28
                      NC34 ND10 ND15 ND34 ND47
                      ND49 NG02 NG20 
                5C006 AA01 AA02 AA22 AC02 AC11
                      AC21 AC28 AF03 AF04 AF11
                      AF23 AF44 AF85 BB16 BC16
                      BF02 EA01 EC13 FA00 
                5C080 AA10 BB05 CC03 DD10 EE29
                      EE30 FF11 GG02 GG08 GG09
                      GG12 JJ02 JJ04 JJ06 



专利名称(译) 液晶显示系统

公开(公告)号 JP2001255858A 公开(公告)日 2001-09-21

申请号 JP2000199685 申请日 2000-06-30

[标]申请(专利权)人(译) 日本胜利株式会社

申请(专利权)人(译) 日本有限公司Victor公司

[标]发明人 古屋正人
浅倉伝

发明人 古屋 正人
浅倉 伝

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/34 G09G3/36

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.611.D G09G3/20.621.B G09G3/20.631.H G09G3/20.642.J 
G09G3/20.680.A G09G3/34.J

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA33 2H093/NA34 2H093/NA43 2H093/NC03 2H093/NC16 2H093/NC21 2H093
/NC22 2H093/NC24 2H093/NC28 2H093/NC34 2H093/ND10 2H093/ND15 2H093/ND34 2H093/ND47 
2H093/ND49 2H093/NG02 2H093/NG20 5C006/AA01 5C006/AA02 5C006/AA22 5C006/AC02 5C006
/AC11 5C006/AC21 5C006/AC28 5C006/AF03 5C006/AF04 5C006/AF11 5C006/AF23 5C006/AF44 
5C006/AF85 5C006/BB16 5C006/BC16 5C006/BF02 5C006/EA01 5C006/EC13 5C006/FA00 5C080
/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD10 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF11 5C080/GG02 
5C080/GG08 5C080/GG09 5C080/GG12 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ06 2H093/NA65 2H093
/NC43 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193/ZA19 2H193/ZC15 2H193/ZC20 2H193/ZF03 2H193/ZG34 
2H193/ZR02 2H193/ZR03

优先权 2000001099 2000-01-06 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：通过消除帧顺序液晶显示装置中由于像素残留电压引起的
串扰的影响，实现良好的色彩再现性，并减小辅助电容器的面积以实现
显示像素的小型化。 。 从帧顺序信号转换电路208提供的当前帧的视频
信号在第一系数电路212中与系数K1相乘，并且还从帧顺序信号转换电
路208提供了当前帧的视频信号。 1帧延迟电路211延迟1帧周期，将在该
1帧周期延迟的前一帧的视频信号乘以第二系数电路213中的系数K2，并
且将从这两个系数电路输出的视频信号相加。 在214执行相加，并且该
视频信号用于写入像素。
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